
医療法人社団さくら会 森田病院 森田知史 病院長

コロナ禍3年目を迎えた昨年は当院でもクラスターを経験し入院患者、
職員にも多くの感染者が出ました。そのため、日常診療や業務に多大な
影響を受け、皆様には大変ご迷惑をおかけしましたが、職員一同の懸命
な対応で乗り越えることができました。
社会では今年3月よりマスク着用義務の撤廃、5月8日には感染症法２類
から季節性インフルエンザと同等の５類への変更など日常生活が戻りつつ
ありますが、医療機関として新型コロナ感染拡大には今後も多大な影響を
受けると感じています。
長引く自粛生活で特に高齢者は巣ごもり生活となることで、骨量や筋肉量
が減り骨粗鬆症やフレイルになるケースも多く、糖尿病など生活習慣病や
認知症の増悪、骨折による運動器機能の低下や寝たきり状態になるケースも見られます。また、コロナ
以外の病気が消えてなくなったわけではなく、受診控えで重大な病気に気づかず未治療なケースもある
のではないかと懸念しています。昨年の小松市の内視鏡による胃がん健診の受診率は対象者の２．１％、
内視鏡による大腸がん検診に至っては０．９％に過ぎず低調な状態でした。今年度は日常生活を取り戻
し、健康診断、人間ドックそしてがん検診などを積極的に受けることが大変重要だと思います。
当院では今年度4月から新型コロナやインフルエンザ感染など新興感染症に対する発熱外来を開設し
ます。また、当院が開院以来大事にしてきた断らない救急医療を継続し、訪問診療にも積極的に取り組
み、「地域に不可欠なかかりつけ医」としての機能を担うべく使命感を持って日々努力を重ねる所存です。

発行元：森田病院 広報委員

2023.4月発行 Ｎｏ.21

介護老人保健施設 さくら園 村上眞也 施設長

「介護老人保健施設」（老健）とは、病状が安定期にあり家庭復帰にむけて
介護や医療を必要とする方を対象に、介護・医療ケア・リハビリテーションを
行う施設です。
さくら園ではリハビリ専門職による「機能回復リハビリ」のほか、食事や排泄、
更衣など日常生活上の動作もリハビリと捉え、ご利用者様のできる範囲で行っ
ていただく、「生活リハビリ」を多職種チームで取り組んでいます。
本年度、森田病院では訪問診療を中心とした在宅療養支援の充実を重点方
針としており、さくら園も病院との連携のもと在宅復帰支援を強化したいと考え
ています。
利用者様の在宅復帰に当たってはご家族のご協力が必要です。何卒よろし
くお願いいたします。

2023年新年度にあたり挨拶申し上げます。
今年度もどうぞよろしくお願いいたします。



ちょっとしたはずみで急に起きるぎっくり腰は、じっと安静にしていると痛みは我慢できますが、
起き上がろうとしたり、寝返りを打とうとすると強い痛みがあります。くしゃみをすると大変です。
顔を洗う、靴下を履くなどの前屈みの姿勢もできません。救急車や家族に車に乗せてもらってどうに
か病院について、まず整形外科を受診します。腰のレントゲン写真を撮っても多くは異常は認められ
ません、鎮痛薬や湿布を処方してもらって、しばらくは安静にしているしかありません。
しかし、仕事を休めない、子供の面倒をみなければなど、早く痛みを取って動かなければならない

患者さんは困ります。当院では、ペインクリニックに紹介されて神経ブロックという治療を行います。
「どんな痛い注射をされるのだろう」と患者さんは緊張して受診されます。でも、実際に行うと大部分
の患者さんは「思ったより痛くなかった」と言われます。寝返りや起き上がりの時の痛みはかなり軽
快します。
ぎっくり腰は再発することがあります。その時は、患者さんは「あの神経ブロックを」と希望され

ます。ぎっくり腰になったら、ペインクリニックです。

麻酔科 濱谷和雄

お問い合わせ先：医療法人社団さくら会森田病院 小松市園町ホ99番地1 TEL 0761-21-1555 FAX 0761-22-8734
介護老人保健施設さくら園 小松市園町ホ35番地 TEL 0761-21-7261 FAX 0761-21-7262

ペインクリニックでは、痛みが続いて日常生活に支障がある患者さんを診察し、
痛みを緩和するための治療を行っています。

帯状疱疹は皮膚だけの病気だと思われがちですが、帯状疱疹のウイルスは皮膚だけでなく神経が
集まっている部分を攻撃し、強い神経痛を起こすことが問題です。約90％の方は皮膚科や内科で、
塗り薬や抗ウイルス剤、痛み止めなどの飲み薬による治療を受けた結果、数週間で完治して治療が
終わります。しかし、残りの10％の方は「帯状疱疹後神経痛」という眠れないほどの激しい痛みや
慢性的な長い痛みが残ることがあります。
帯状疱疹後神経痛は、完治するのがとても難しい病気です。

帯状疱疹の診断を受けて痛みがあるようなら、痛みそのものの
治療をおこなうため、出来るだけ早く神経ブロック注射を受け
ることをお勧めしています。
当院のペインクリニックでは、投薬での薬物療法と神経ブロッ
ク注射を組み合わせた治療を行っています。帯状疱疹でお悩み
の方は、ぜひ早めにご相談ください。

ぎっくり腰

帯状疱疹と帯状疱疹後神経痛

※手術のためお待たせすることがあります。

診療時間 月 火 水 木 金 土

ＡＭ8：30-12：00 ○ ○ － － ○ ○
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